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。

問

大
雨
大
雨

　
浸
水
や
土
砂
災
害
の
危
険
が
あ

る
場
合
、
以
下
の
避
難
先
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
普
段
か
ら
、
避
難
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
避
難
先
、
避
難

ル
ー
ト
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　
大
雨
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

と
「
線
状
降
水
帯
」
と
い
う
言
葉

を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
線
状
降
水
帯
は
、
発
達
し
た
積

乱
雲
が
帯
状
に
次
々
に
発
生
し
、

ほ
ぼ
同
じ
場
所
を
通
過
す
る
現
象

で
、
数
時
間
に
わ
た
っ
て
局
地
的

に
集
中
豪
雨
を
も
た
ら
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
線
状
降
水
帯
が
発
生

す
る
と
、
災
害
発
生
の
危
険
度
が

急
激
に
高
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
本
年
５
月
か
ら
は
、
従
来
よ
り

も
早
く
、
発
生
予
測
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
気
象
庁
か
ら
情
報
が
発
表
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
線
状
降
水
帯
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
で
呼
び
か
け
ら
れ
た
ら
、
大
雨

災
害
に
対
す
る
危
機
感
を
早
め
に

持
ち
、
気
象
情
報
や
市
か
ら
の
防

災
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
キ
キ
ク
ル
と
は
、
大
雨
に
よ
る

災
害
の
危
険
度
を
地
図
上
で
確
認

で
き
る
「
危
険
度
分
布
」
で
、
気

象
庁
が
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
気
象
・
避
難
情
報
な

ど
を
、
主
に
防
災
行
政
無
線
や
音

声
告
知
器
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
情
報
を
得

る
手
段
を
確
保
し
て
お
き
、
非
常

時
は
常
に
気
に
か
け
ま
し
ょ
う
。

で
き
て
い
ま
す
か

で
き
て
い
ま
す
か

　
現
在
、「
避
難
勧
告
」
は
廃
止

さ
れ
「
避
難
指
示
」
に
一
本
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
避
難
指
示
で
必
ず

危
険
な
場
所
か
ら
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
内
に
住

ん
で
い
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
避

難
先
と
避
難
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
大
雨
が
降
っ
た
と
き
に
危
険
な

場
所
か
ど
う
か
を
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
洪
水
・

浸
水
や
土
砂
災
害
の
危
険
区
域

（
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
）
を
、
赤
や

黄
色
で
表
示
し
て
い
ま
す
。
自
宅

や
職
場
、
子
ど
も
が
遊
ぶ
公
園
な

ど
、
よ
く
行
く
場
所
が
ハ
ザ
ー
ド

エ
リ
ア
内
か
ど
う
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
昨
年
６

月
に
各
世
帯
に
配
布
し
た
他
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
近
年
、
市
内
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
大
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
災
害
へ
の
備
え
に
、
や
り

す
ぎ
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
う
ち
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
な
ど
と
思
わ
ず
、
出
水
期
を
前
に
備
え
を
万
全
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

へ
の
備
え

へ
の
備
え

危
機
管
理
課
（
内
線
３
５
３
）

■
土
砂
キ
キ
ク
ル

■
浸
水
キ
キ
ク
ル

■
洪
水
キ
キ
ク
ル

　
活
用
す
る
こ
と
で
、
災
害
か
ら

命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
で

す
。
メ
ー
ル
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
通
知
を
受
け
取
る
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

指
定
避
難
所

　
市
が
開
設
す
る
避
難
所

で
、
コ
ミ
セ
ン
や
小
中
学

校
な
ど
約
80
カ
所
あ
り
ま

す
。
最
寄
り
の
指
定
避
難

所
が
ど
こ
か
、
確
認
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

親
戚
宅
や
ホ
テ
ル
な
ど

　
安
全
な
場
所
に
あ
る
親

戚
や
知
人
の
家
、
地
域
の

集
会
所
、
ホ
テ
ル
な
ど
へ

避
難
す
る
こ
と
も
考
え
ま

し
ょ
う
。

垂
直
避
難

　
急
激
な
雨
や
浸
水
で
避

難
が
難
し
い
場
合
は
、
無

理
に
外
に
出
な
い
で
く
だ

さ
い
。
山
側
と
は
反
対
の

２
階
の
部
屋
へ
移
動
す
る

な
ど
、
自
宅
内
の
安
全
な

場
所
へ
移
動
し
て
身
を
守

る
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う

の
３
種
類
が
あ
り
、
５
段
階
に
色

分
け
さ
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表

示
さ
れ
ま
す
。

市
な
ど
か
ら
の
情
報

　ライフラインが止まった場合に備え、普段利用する
もので保存の効く食料などを、家族の人数分備蓄して
おきましょう。
例　飲料水　３日分（１日３リットル／人が目安）
　　非常食　３日分の食料
　　日用品　トイレットペーパー、マッチ、カセットコンロなど

備蓄のススメ

難
の
情
報
を
知
っ
て
お
こ
う

避

ど
こ
に
避
難
す
る
か
決
め
て
お
こ
う

気
象
庁
の
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
よ
う

ハ

土砂災害の危険度

浸水想定区域（深さ）

◀首相官邸ウェブサイト

レベル 避難情報 取るべき行動 気象情報

5 緊急安全確保
命が危険な状態！

直ちに安全確保を！

氾濫発生情報

大雨特別警報

< 警戒レベル４までに必ず避難 >

4 避難指示 危険な場所から全員避難全員避難する
氾濫発生情報

土砂災害警戒情報

3 高齢者等避難
高齢者や障がいのある方などは

危険な場所から避難する

氾濫警戒情報
洪水警報
大雨警報

2
大雨注意報

洪水注意報
避難行動を確認する 氾濫注意情報

1 早期注意情報 災害への心構えを高める

▲土砂災害ハザードマップ

避難情報と警戒レベル

▲市ウェブ
サイト指定
避難所

▲気象庁ウ
ェブサイト
キキクル

市ウェブサイ
ト河川の水位

県総合防災
ポータル

岐阜地方
気象台

Androidi Phone

え～なび

Yahoo！防災
速報アプリ

中部電力停電
情報アプリ

市民メール

メール

※警戒レベル１・２の避難情報は気象庁が発表し、警戒レベル３～５の避難情報は市が発表します

▲令和３年８月13日午前０時４０分の
キキクル画面（気象庁ウェブサイト）

▲市ウェブ
サイトハザ
ードマップ

黄色　　	 赤色

水色　　  青色

色の塗られた区域
に住んでいる方は
早めの避難をお願
いします。

、

市公式アプリ「え～なび」
で、各ウェブサイトをまとめて見
ることができます。市からのメー
ルも受信できます。
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身
近
な
地
域
で
の
計
画

　
地
区
防
災
計
画
は
、
そ
の
地

区
の
住
民
で
作
っ
て
き
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
地
区
内
の
事
業
者

な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
学
校
か
ら
は
子
ど

も
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ

て
、
地
区
内
の
災
害
特
性
や
社

会
特
性
を
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
実
際
に
災
害
が
起
こ
り
そ

う
な
と
き
に
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」た
め
に
は
、
自
助
の

充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
市
の
防
災

計
画
と
地
区
防
災
計
画
を
車
の

両
輪
に
し
て
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

事
前
の
攻
め
の
防
災

　
計
画
に
沿
っ
て
、
各
地
域
で

防
災
訓
練
や
避
難
所
開
設
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
参
加
す
る
だ
け
で

な
く
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。
隣

の
人
に
声
を
掛
け
て
一
緒
に
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
炊
き

出
し
の
手
伝
い
な
ら
で
き
る
な

ど
、
誰
も
が
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
す
る
「
攻
め
の
防
災
」
で

参
画
す
れ
ば
、
地
域
内
で
多
く

の
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
よ
く
、私
た
ち
防
災
士
は「
自

助
＋
共
助
＝
無
限
大
」
だ
と
話

し
ま
す
。
地
区
防
災
計
画
を
通

じ
て
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

つ
な
が
れ
ば
、
被
害
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
最
小
限
に
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

担
い
手
を
つ
く
る

　
地
域
で
行
う
避
難
所
開
設
訓

練
に
、
最
近
で
は
小
中
学
生
も

参
加
し
て
く
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
、
避
難
所
で

自
分
が
で
き
る
こ
と
は
あ
る
か

と
問
い
か
け
る
と
、
あ
る
小
学

校
で
は
「
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
」

を
作
っ
て
、
自
分
た
ち
が
小
さ

い
子
の
面
倒
を
見
る
よ
と
提
案

し
て
く
れ
ま
し
た
。中
学
生
は
、

学
校
に
水
道
水
の
貯
水
タ
ン
ク

が
あ
る
か
ら
、
給
水
車
が
来
る

前
で
も
水
を
汲く

む
こ
と
が
で
き

る
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
姿
を
見
て
、
今
ま
で

子
ど
も
た
ち
に
活
躍
の
場
を
与

え
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な

い
か
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
３
年
生
は
、
10
年
後
は
25

歳
、
立
派
な
地
域
の
担
い
手
で

す
。
今
後
は
、
高
校
と
も
連
携

し
て
、
地
域
を
支
え
る
担
い
手

を
育
て
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
防
災
の
考
え
方
に
は
、
自
分
や

家
族
を
自
ら
守
る「
自
助
」と
、地

域
の
人
々
が
協
力
し
て
助
け
合
う

「
共
助
」、
公
的
機
関
が
対
応
す
る

「
公
助
」の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。大

き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
助

け
て
く
れ
る
の
は
、
多
く
の
場
合

「
自
助
」「
共
助
」
の
力
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

地
区
防
災
計
画

　
市
内
13
地
域
に
は
「
地
区
防
災

計
画
」
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
普

段
か
ら
取
り
組
む
防
災
活
動
や
災

害
時
の
誘
導
、
避
難
所
開
設
の
役

割
分
担
な
ど
を
、
各
地
域
で
計
画

し
た
も
の
で
す
。
計
画
に
は
、
過

去
の
災
害
や
地
形
な
ど
の
自
然
特

性
、
居
住
者
の
年
齢
層
な
ど
の
社

会
特
性
も
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
全
地
域
に
こ
の
計
画
が
あ

る
こ
と
が
本
市
の
特
徴
で
、
市
の

防
災
計
画
に
は
、
各
地
区
の
計
画

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

要
支
援
者
名
簿

　
災
害
が
起
こ
り
そ
う
な
と
き
、

高
齢
者
世
帯
や
、
妊
娠
中
の
方
、

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
自
力
で

避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
を
ど

う
把
握
し
、ど
う
支
援
す
る
の
か
。

地
区
防
災
計
画
で
は
、
多
く
の
地

域
で
要
支
援
者
へ
の
支
援
が
課
題

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
で
は
、
75
歳
以
上
の

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
対
象
者
に
案

内
を
送
付
し
、「
市
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
」
と
し
て
調
製
し
て

い
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、
本
人
の

同
意
の
も
と
、
民
生
委
員
や
自
治

会
な
ど
の
支
援
者
に
提
供
さ
れ
ま

す
。

　
今
後
、
各
地
域
で
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
警
戒
区
域
に
要
支
援

者
が
い
る
の
か
、
誰
が
支
援
す
る

の
か
、
普
段
か
ら
ど
の
よ
う
に
見

守
る
か
な
ど
、
誰
も
取
り
残
さ
な

い
た
め
の
話
し
合
い
が
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
名
簿
提
供
へ
の
同
意
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
自
助
」
＋
「
共
助
」
の
力
を
生
み
出
す
地
域
を

皆
で
つ
く
り
た
い

岩
井
慶け
い

次じ

さ
ん
（
市
防
災
研
究
会
会
長
、防
災
士
）

身
近
な
と
こ
ろ
の
、
こ
ん
な
備
え
も

排
水
路
の
清
掃

　
草
刈
り
後
の
草
や
落
ち
葉
を
、

側
溝
や
用
水
路
に
放
置
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
突
然
の
大
雨
で
側
溝
な

ど
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
、

日
頃
か
ら
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

竹
木
の
管
理

　
風
雨
で
竹
や
木
が
倒
れ
て
道
路

を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
な
い
よ
う
、
日

頃
か
ら
適
正
に
管
理
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
倒
木
な
ど
で
自
動
車
や
歩
行
者

に
事
故
が
起
こ
る
と
、
所
有
者
の

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
通
学
路
な
ど
は
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
も
日
頃

か
ら
管
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

自
宅
周
囲
を
見
直
し
て
み
る

　
大
雨
で
冠
水
す
る
と
、
道
路
の

状
況
が
見
え
ず
、
慣
れ
た
場
所
で

も
危
険
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
転
落
し
そ
う
な
と
こ
ろ
は
な
い

か
な
ど
、
自
宅
付
近
を
見
直
し
て

み
る
の
も
大
切
で
す
。

域
で
支
え
合
う
「
共
助
」
の
た
め
に

地

▲市ウェブサイ
ト地区防災計画

▲市ウェブサイ
ト避難要支援者
名簿

◀市ウェブサイト防災情報サイト

▲道路に倒れた樹木

市の補助メニューなど

災害によって土砂などが住宅や敷地に流入した
場合、その撤去費用の一部を補助します。

□対象者　住宅の所有者か管理者
※空き家や宅地以外の田畑、山林、倉庫だけの
土地などは対象になりません
□補助額　撤去費用の２分の１（上限20万円）
□申し込み　市ウェブサイトで確認ください

申 問・ 　危機管理課（本庁舎３階、内線 354）

流入土砂等撤去事業

危険な場所にある住宅を移転させる場合、取り
壊し費用や建築費用の一部を補助します。

□対象者　住宅の所有者かその相続人
□対象地域　市ウェブサイトで確認ください
□補助額　取り壊し費用＝上限97万５千円
　　　　　建築費用＝借入利子相当額
□申し込み　事前に相談が必要です

申 問・ 　建築住宅課（本庁舎２階、内線 232）

がけ地近接等危険住宅移転事業

道路の通行に被害を与える恐れがある樹木を伐
採する費用の一部を補助します。

□対象者　樹木の所有者かその承諾を得た者
□対象道路　国道、県道、市道、通学路
□補助額　対象経費の２分の１（上限30万円）
※通学路は対象経費の３分の２（上限４0万円）
□申し込み　事前に相談が必要です

申 問・ 　建設課（本庁舎２階、内線 253）

道路沿いの危険木伐採事業

大雨などによる被害を防ぐ場合や災害があった
場合に利用できる補助金を紹介します。予算の
上限があるものもあります。まずは担当課に相
談ください。

※この他、無料耐震診断など地震災害を防ぐた
めの補助メニューもあります。詳しくは、市ウェ
ブサイトで確認ください
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「 恵那っていいね」 が
うれしい人、 集まれ
令和６年４月１日採用の市職員を募集します。
今回の特集では、実際に働く職員の声を紹介します。「恵那が好き」という気持ちだけで十分。
私たちと一緒に恵那市で働きませんか。申 問・  総務課 26-2111（内線 315）

インタビューの様子
を視聴できます▶

募集要項

私たちと

一緒に

働きませんか

看護師

■受付期間　６月１日㈭～２3日㈮
■一次試験　別途通知します

一般事務職（大学卒）、保育教諭

■受付期間　６月１日㈭～２3日㈮
■一次試験　７月9日㈰

一般事務職（高校卒）
建築技術職／土木技術職（高校卒）
消防職（高校卒）

■受付期間　７月２4日㈪～８月18日㈮
■一次試験　９月17日㈰

詳しくは市ウェブ
サイトをチェック

採用 1年目（一般事務職）
農政課　稲垣さやか（22）

多治見市出身

採用 2年目（消防職）
消防本部予防課　大矢 笙

しょう

太
た

（19）

土岐市在住

採用 1年目（保育教諭）
みさとこども園　松下莉

り

音
おん

（20）

恵那市在住

　令和 5 年 4月に採用され、農政課農業振興係に配属されました。
農業に関する補助金の申請を受け付けたり、県へ実績の報告をし
たりして、市内の農家さんを支援するため日々学んでいます。
　大学でまちづくりを勉強していたので、市役所で働きたいと
思っていました。住んだことのない所で働いてみたいと県内を調
べていた中で、恵那市が目に留まり
ました。都会すぎないけれど買い物
がしやすいところが住みやすそうだ
と感じ、決め手になりました。えな
てらすや道の駅など、地域の特産品
を買うことができる直売所が多いと
ころも魅力的です。

　1年間消防学校で学んだ後、消防本部予防課に配属されまし
た。緊急出動がないときは、市内施設の危険物の届け出を受け
付けたり、届け出通りに管理されてい
るか立ち入り検査をしたりしています。
　消防士である父の姿を見て、消防士
になろうと思っていました。
　職場では、年齢の近い人も多く、細
かい指導を受けることができます。先
輩のような消防士になるため、日々の
トレーニングにも励んでいます。

　4 歳児クラスの担任をしています。生まれ育った恵那市で保育
士になりたいと思っていました。学生の時の保育実習で、先生た
ちが子どもの気持ちを尊重して保育をしている姿を見て、より一
層気持ちは強くなりました。
　今は、安心して子どもを預けてもらえるよ
うに、お便りや送迎時に子どもの様子を伝え
ることを心がけています。
　子どもたちの笑顔に毎日やりがいを感じて
います。これからも子どもたちの気持ちを大
切に、保育を行っていきたいです。


